
為替週間展望＝ドル円は高値圏で緩やかに上値を追う展開か

　　　　　　　　　　［４月２９日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    4 月 22 日～ 4 月 26 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  154.59   156.70(26)    154.46(22)    156.66   +2.02

ユーロ・ドル  1.0652   1.0739(25)    1.0624(22)    1.0729   +0.0073

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    37,934.76     +866.41     日本10年債利回り   0.904   +0.053

ダウ平均株価    38,085.80      +99.40     米10年債利回り     4.704   +0.083

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

２９日　独３月小売売上高

　　　　独４月消費者物価指数速報値

３０日　日本３月有効求人倍率、日本３月雇用統計

　　　　日本３月小売業販売額、日本３月鉱工業生産指数速報値

　　　　豪３月小売売上高

　　　　中国４月製造業ＰＭＩ

　　　　中国４月財新製造業ＰＭＩ

　　　　スイス４月ＫＯＦ先行指数

　　　　独４月雇用統計

　　　　独第１四半期ＧＤＰ速報値

　　　　ユーロ圏４月消費者物価指数速報値、ユーロ圏第１四半期ＧＤＰ速報値

　　　　米第１四半期雇用コスト指数

　　　　米２月住宅価格指数、米２月Ｓ＆Ｐケースシラー住宅価格指数

　　　　米４月シカゴ購買部協会景気指数

　　　　米４月消費者信頼感指数

１日　　ＮＺ第１四半期雇用統計

　　　　米４月ＡＤＰ雇用統計

　　　　米４月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　米４月ＩＳＭ製造業景況指数、米３月雇用動態調査（ＪＯＬＴＳ）求人件数

　　　　米３月建設支出

　　　　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）政策金利発表

　　　　パウエルＦＲＢ議長記者会見

２日　　日銀金融政策決定会合の議事要旨（３月１８－１９日分）

　　　　豪３月貿易収支、豪３月住宅建設許可件数

　　　　スイス４月消費者物価指数、スイス３月小売売上高

　　　　独４月製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏４月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　英４月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　カナダ３月貿易収支

　　　　米３月貿易収支、米第１四半期非農業部門労働生産性指数

　　　　米新規失業保険申請件数

　　　　米３月製造業受注

　　　　経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）最新の経済見通し公表

３日　　ユーロ圏３月雇用統計

　　　　米４月雇用統計

　　　　米４月ＩＳＭ非製造業景況指数
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【前回のレビュー】好調な米国経済を背景にＦＲＢによる利下げ時期の見通しは後ずれ

しており、ドルの下支え要因となる。今後は日本の当局によるドル売り円買い介入への

警戒感がドル円の上値を抑えることとなる。こうした中、ドル円は高値圏で一進一退の

動きが見込まれるとした。

　　　　

【ドル円は１５５円乗せ後も堅調な推移】

　中東情勢への警戒感がやや後退したことや米長期金利の上昇などを背景にドル円は上

昇基調で推移している。４月中旬以降に壁となっていた１５５円を２４日に突破した。

日本の政府・日銀による介入への警戒感から上昇ペースは緩やかながらも上値追いの動

きを続けている。

　　

　堅調な米経済指標などを背景に米１０年債利回りは４．６％台での推移から、２５日

には４．７０６％前後まで上昇しており、ドル円の底堅い動きにつながっている。日銀

は緩和的な金融政策を続けるとの見方や仮に利上げに動いても日米金利差の拡大基調は

続くとの観測などから円売りの動きが続いている。ドル円だけでなく、ユーロ円、ポン

ド円、豪ドル円などのクロス円も上昇基調で推移している。

　　

　ドル円は２３日には米４月製造業・サービス業ＰＭＩ速報値がともに市場予想を下回

り、製造業ＰＭＩは４９．９と好不況の境目である５０を下回ったことで１５４．５０

台まで一時的に円高に傾いた。また、夜間に一部報道で日銀が円安加速の影響を議論す

ると報じされたことで、この時も１５４．５０台まで下落した。いずれも売り一巡後は

すぐに元の水準に戻している。ドル円は底固く大きく崩れにくい展開となり、その後１

５５円台後半まで上値を伸ばしている。

　　

　ＣＭＥ　ＦＥＤＷＡＴＣＨによると、６月のＦＯＭＣでの利下げ確率は１０％程度

で、据え置き確率は９０％前後となっている。７月は据え置き確率が６８％前後とな

り、１回か２回の利下げ確率が３２％前後となっている。９月は１回か２回の利下げが

５６％前後で、据え置きが４２％前後となっている。１週間前と比べて利下げ見通しは

低下している。

　　

　市場の利下げ時期の見通しは徐々に後ずれしている。米経済指標の好調が続くと、年

内は利下げ見送りとのシナリオが現実味を帯びてくるとみられる。

　　

　２５－２６日の日銀金融政策決定会合では、金融政策の変更はなかった。政策金利を

維持した上、国債買い入れ額の縮小も見送られた。緩和姿勢が維持されたことで、ドル

円は１５６円台に乗せた。

　　

　植田日銀総裁は記者会見で「２０２５、２６年度の消費者物価、おおむね２％程度で

推移と予想」「消費者物価の前年比、２０２４年度が前回見通しから上振れ」「当面、

緩和的な金融環境が継続すると考えている」「基調的な物価上昇率が上昇なら、緩和度

合いを調整していく」「金融政策は為替を直接のコントロールの対象にしていない」

「２４年度物価見通し上振れ、主な理由は原油高だが一部円安の影響も含まれている」

「基調的な物価に円安は今のところ大きな影響でていない」などと述べた。緩和姿勢を

維持する意向が示されており、ドル円は１５６円台後半までドル高円安に振れている。

　　

　４月２９日の週は１日の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）の結果発表、パウエル議

長の記者会見、３日の米雇用統計の発表など、重要イベントが控えている。今回のＦＯ

ＭＣでは政策金利の据え置きはほぼ確実視されている。声明やパウエル議長の記者会見

に注目が集まり、今後の米国経済やインフレ率の見通しなどにどのような見解を示すか

が注目される。米国の景気の強さにより、政策金利の高止まりや利下げ後ずれ観測が高

まると、米長期金利の上昇やドル買いにつながる。ドル円は日本の当局によるドル売り

円買い介入への警戒感がドル円の上値を抑える中、高値圏で緩やかに上値を追う展開が

見込まれる。ドル円の目先の予想レンジは、１５３．５０～１５９．００円。

　　

　日米の経済指標やイベントとしては、３０日に日本３月有効求人倍率、日本３月雇用

統計、日本３月鉱工業生産指数速報値、米２月Ｓ＆Ｐケースシラー住宅価格指数、米４

月シカゴ購買部協会景気指数、米４月消費者信頼感指数、１日に米４月ＡＤＰ雇用統

計、米４月製造業ＰＭＩ確報値、米４月ＩＳＭ製造業景況指数、米３月雇用動態調査



（ＪＯＬＴＳ）求人件数、米３月建設支出、米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）政策金

利発表、パウエルＦＲＢ議長記者会見、２日米３月貿易収支、米新規失業保険申請件

数、米３月製造業受注、３日に米４月雇用統計、米４月ＩＳＭ非製造業景況指数などが

ある。

　　

【ユーロドルは緩やかに上昇する展開か】

　ユーロドルは４月１６日の安値１．０６０１から、もみ合いながら上値を追う動きを

見せている。２３日には４月のドイツとユーロ圏のサービス業ＰＭＩが市場予想を上回

ったことで、ユーロ買いに傾き、１．０７００ドル台に乗せた。その後も堅調な推移を

見せている。

　　

　ユーロドルは、これまで上値を抑えられていたボリンジャーバンド－１Σを上抜いて

おり、底入れから一段と上昇に向かう可能性が出てきた。こうした流れを引き継いで、

ユーロドルは緩やかに上昇する展開が見込まれる。ユーロドルの目先の予想レンジは、

１．０６００～１．０９００ドル。

　　

　ポンドドルは１．２３００近辺まで下落した後、上昇に転じている。２３日の４月の

英サービス業ＰＭＩは市場予想を上回った。英国や欧州のサービス業ＰＭＩの上振れな

どを受けて、ポンドドルは堅調な動きを見せている。ポンドドルはユーロドルと同様に

緩やかに上昇するとみられる。ポンドドルの目先の予想レンジは、１．２３００～１．

２８００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、２９日に独３月小売売上高、独４月消費者

物価指数速報値、３０日に豪３月小売売上高、中国４月製造業ＰＭＩ、中国４月財新製

造業ＰＭＩ、スイス４月ＫＯＦ先行指数、独４月雇用統計、独第１四半期ＧＤＰ速報

値、ユーロ圏４月消費者物価指数速報値、ユーロ圏第１四半期ＧＤＰ速報値、１日にＮ

Ｚ第１四半期雇用統計、２日に豪３月貿易収支、豪３月住宅建設許可件数、スイス４月

消費者物価指数、独４月製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏４月製造業ＰＭＩ確報値、英４

月製造業ＰＭＩ確報値、３日にユーロ圏３月雇用統計などがある。
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